
『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉
情
』

　
　
　
　
　
中
国
語
訳
に
お
け
る
問
題
点
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　

　
中
国
の
文
学
辞
書
の
中
で
日
本
の
「
歴
史
劇
」
や
「
社
会
劇
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
い
る
。
そ
れ
は
「
時
代
物
」
や
「
世
話
物
」
を
指
し
て
い
る
。
又
、
世

話
物
に
お
け
る
重
要
な
趣
向
の
「
心
中
」
を
「
情
死
」
、
「
殉
情
」
と
中
国
語
訳

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
心
中
劇
」
を
「
情
死
劇
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
「
心
中
」
は
親
の
反
対
が
あ
っ
た
り
し
て
こ
の
世
で
添
え
な
い
こ
と
を
悲
観

し
た
相
愛
の
男
女
が
、
せ
め
て
来
世
で
は
一
緒
に
な
ろ
う
と
、
同
時
に
自
殺
す

る
こ
と
を
さ
す
。
『
曽
根
崎
心
中
』
の
タ
イ
ト
ル
の
中
国
語
訳
は
大
半
は
『
曽

根
崎
殉
情
』
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
銭
稲
孫
氏
の
翻
訳
し
た
『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉

　
情
』
を
採
用
し
た
。
「
鴛
鴛
」
と
い
う
言
葉
は
男
女
、
夫
妻
を
さ
す
。
「
鴛
鴛
」

を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
中
国
の
昔
の
劇
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
「
鴛
鳶
被
」
、
「
鴛

鳶
家
」
、
「
鴛
鴛
菱
」
、
「
鴛
鴛
棒
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
男
女
、
夫

妻
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
翻
訳
者
に
タ
イ
ト
ル
の
翻
訳

に
あ
た
り
、
主
題
を
も
っ
と
明
確
し
、
そ
し
て
若
い
男
女
が
心
中
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
鳶
殉
情
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶
　
　
　
麗
　
　
　
洋

強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
銭
稲
孫
氏
の
『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉
情
』
は
『
曽
根
崎
心
中
』
一
『
近
松
浄
瑠
璃
集

上
』
日
本
古
典
文
学
大
系
４
９
）
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
本
稿
で
は
近

松
の
『
曽
根
崎
心
中
』
は
中
国
語
の
訳
文
で
ど
の
よ
う
に
再
現
し
て
い
る
か
、

そ
し
て
翻
訳
上
の
問
題
点
、
又
、
中
国
人
の
『
曽
根
崎
心
中
』
に
つ
い
て
の
受

け
止
め
方
な
ど
を
考
え
て
み
た
い
。

　
次
頁
の
表
は
原
文
と
訳
文
の
構
成
の
表
で
あ
る
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の

『
曽
根
崎
心
中
』
は
「
観
音
廻
り
」
と
「
道
行
」
と
二
つ
部
分
に
分
け
て
い
る
。

日
本
古
典
文
学
全
集
の
『
曽
根
崎
心
中
』
は
劇
の
場
面
に
よ
っ
て
四
つ
の
部
分

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
銭
氏
の
『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉
情
』
は
二
つ
の
原
文
の
分
け

方
と
も
違
っ
て
、
三
十
三
所
観
音
廻
り
を
序
篇
に
し
、
道
行
を
後
篇
に
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



『
曽
根
崎
心
中
－
と

『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉
情
－

『
曽
根
崎
心
中
－

『
曽
根
崎
心
中
－

『
曽
根
崎
鴛
鳶
殉
情
－

（
日
本
古
典
文
学
大
系

（
日
本
古
典
文
学
全
集

４
９
）

４
３
）

曽
根
崎
心
中

附
り
観
音
廻

観
音
廻
り

序
篇

観
音
堂
巡
礼

り

曽
根
崎
心
中

徳
兵
衛

生
玉
の
場

前
篇

道
行

お
は
つ

天
満
屋
の
場

後
篇
－
殉
情
路
上

徳
兵
衛
　
道
行

お
　
初

る
。
真
ん
中
の
部
分
を
前
篇
に
し
て
い
る
。
道
行
の
部
分
は
原
文
と
同
じ
よ
う

に
「
此
の
世
の
な
ご
り
。
夜
も
な
ご
り
。
」
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
原
文

の
道
行
の
前
の
部
分
「
へ
懸
風
の
。
身
に
蜆
川
流
れ
て
は
そ
の
う
つ
せ
貝
う

つ
・
な
き
。
」
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
序
篇
と
後
篇
に
副
題
を
付

き
加
え
て
い
る
。

一
一

　
近
松
の
浄
瑠
璃
は
人
形
芝
居
の
戯
曲
と
い
う
特
性
が
あ
っ
て
、
同
時
に
語
り

も
の
の
特
性
も
あ
る
。
近
松
浄
瑠
璃
の
詞
章
に
は
語
り
も
の
と
し
て
の
音
曲
的

効
果
を
十
分
に
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
『
曽
根
崎
心
中
』
に
お
け
る

地
の
文
は
訳
文
に
ど
の
よ
う
に
再
現
す
る
か
、
そ
の
比
較
対
照
は
次
の
よ
う
に

ま
と
め
て
き
た
。

五
四

『
曽
根
崎
心
中
』

『
曽
根
崎
鴛
鳶
殉
情
－

謡

謡
曲
（
中
国
で
は
謡
曲
が
な
い
た
め
、
〕
譜
」
を
訳
す
時
、
日
本
語
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
）

フ
シ

唱
曲
（
フ
シ
に
あ
た
る
意
味
で
あ
る
。
）

ハ
ル
フ
シ

高
声
唱
曲
（
高
い
声
の
フ
シ
）

オ
ク
リ

過
曲
（
明
、
清
の
南
曲
の
曲
牌
、
即
ち
曲
調
の
名
で
あ
る
。
曲
牌
に
は
「
引
子
」
と
「
尾
士
仁
を
除
き
、
ほ
か
す
べ
て
過
曲
で
あ
る
）

歌

歌
（
セ
リ
フ
の
基
本
形
の
一
種
で
、
歌
体
は
唱
で
表
す
。
）

歌地
地
色

説
書
帯
腔
（
説
書
す
る
時
、
曲
調
を
つ
く
こ
と
。
）

詞

白
（
セ
リ
フ
の
基
本
形
の
一
種
で
あ
る
。
朗
読
体
で
あ
る
。
）

色
詞

内
白
（
影
の
セ
リ
フ
で
あ
る
）

ス
ヱ
テ

況
弦
（
詩
の
曲
を
楽
器
で
奏
で
る
こ
と
）

ハ
ズ
ミ

哺
弦
（
詩
の
曲
を
楽
器
で
奏
で
る
こ
と
）

ヲ
ド
リ

舞
路
曲
（
舞
踊
の
フ
シ
の
意
）

地
色

説
合
拍
（
説
書
が
拍
子
に
合
わ
せ
る
こ
と
）

色

入
拍
（
拍
子
に
合
わ
せ
る
こ
と
）

右
の
表
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
銭
氏
は
地
の
文
を
中
国
古
典
劇
用
語
の
特
徴
に



合
わ
せ
、
訳
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
す
が
京
劇
の
中
国
で
、
地
の
文
を
そ

う
い
う
ふ
う
に
い
き
い
き
訳
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
読
者
も
分
か
り

や
す
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
地
の
文
、
即
ち
そ
の
詞
章
は
悲
劇
的

内
容
を
生
か
し
、
文
学
的
感
動
を
起
こ
さ
せ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
は

ど
の
よ
う
に
訳
文
に
伝
え
る
の
か
、
訳
文
に
お
け
る
韻
の
踏
み
方
に
っ
い
て
考

察
に
入
り
た
い
と
思
う
。

原
文
の
「
謡
」
の
部
分
は
訳
文
に
三
か
所
出
て
い
る
。

　
（
原
文
）
謡
げ
に
安
楽
世
界
よ
り
。
今
此
の
娑
婆
に
示
現
し
て
。
我
ら
が
た

　
　
　
　
　
め
の
観
世
音
。

（
訳
文
）

（
原
文
）

（
訳
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
詩
韻
）
工

端
的
↑
，
大
慈
大
悲
観
世
音
。
ヱ
一
十
二
侵
一

為
吾
曹
，
瓜
安
楽
世
界
降
臨
。
　
（
十
二
侵
）

在
逮
娑
婆
現
世
界
顕
金
身
。
　
　
（
十
一
真
）

晴
之
仰
之
，
弥
高
弥
峻
。
　
　
　
（
士
一
震
）

謡
初
瀬
も
遠
し
難
波
寺
。
名
所
多
き
鐘
の
聲
。

な
ら
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
韻
）

初
瀬
、
難
波
遠
寺
鐘
，
　
　
　
（
二
冬
）

几
多
名
勝
一
般
同
；
　
　
　
　
　
（
一
東
）

法
音
撞
出
無
尽
意
，
　
　
　
　
　
（
四
眞
）

『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
鳶
殉
情
』

一
曲
韻
）
６
（
轍
）
¢

（
侵
尋
）
　
（
人
臣
）

（
侵
尋
）
　
（
人
臣
）

（
真
文
）
　
（
人
臣
）

（
真
文
）
　
（
人
臣
）

壷
き
ぬ
や
法
の
聲

（
曲
韻
）

（
東
鐘
）

（
東
鐘
）

（
斉
微
）

（
轍
）

（
中
東
）

（
中
東
）

（
衣
斉
）

（
原
文
）

都
向
清
風
送
。

太
夫
謡
山
寺
の
春
の
夕
暮
来
て

二
送
一
　
一
東
鐘
一

一
中
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
詩
韻
一
　
一
曲
韻
一
　
（
轍
一

　
一
訳
文
一
只
見
行
来
二
一
二
子
，
　
　
　
　
　
一
四
紙
）
　
一
支
思
一
（
衣
斉
一

　
　
　
　
　
顕
風
流
，
高
吟
謡
曲
。
　
　
　
　
（
二
沃
一
　
（
魚
模
一
一
衣
斉
）

　
　
　
　
　
閑
情
致
，
春
暮
来
山
寺
；
亙
　
　
（
四
眞
一
　
一
支
思
）
一
衣
斉
）

　
　
　
　
　
為
首
的
，
正
是
九
平
次
！
　
　
　
（
四
眞
）
　
（
支
思
）
　
（
衣
斉
一

こ
の
三
つ
の
謡
曲
訳
は
と
て
も
流
麗
で
、
リ
ズ
ム
的
で
あ
る
。
そ
の
韻
の
踏
み

方
に
つ
い
て
、
最
初
に
現
代
語
発
音
で
調
べ
て
み
た
が
、
二
番
目
の
謡
曲
訳
は

韻
を
ふ
ん
で
い
る
が
、
一
番
目
と
三
番
目
の
謡
曲
訳
は
韻
を
ふ
ん
で
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
詩
韻
や
曲
韻
の
踏
み
方
で
右
の
謡
曲
訳
を
考
え
て
み

る
と
、
詩
の
押
韻
（
韻
を
ふ
む
こ
と
）
は
字
数
、
句
数
、
平
灰
法
や
押
韻
法
な

ど
と
関
係
あ
り
、
極
め
て
厳
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
基
準
で
分
析
し
た
ら
、
こ

の
三
つ
の
謡
曲
訳
と
も
韻
を
ふ
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
曲

韻
の
場
合
、
そ
の
制
限
は
詩
韻
よ
り
緩
ん
で
い
る
が
、
一
折
に
は
一
韻
し
か
使

え
な
い
の
で
、
例
え
い
く
ら
長
い
雑
劇
で
も
途
中
韻
を
換
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
規
制
が
あ
る
。
そ
の
基
準
で
調
べ
て
み
た
ら
、
右
の
三
つ
の
謡
曲

訳
の
中
に
は
二
番
目
だ
け
は
韻
が
ふ
ん
で
あ
る
。
さ
ら
に
戯
曲
唱
詞
の
押
韻
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
一

を
調
べ
て
み
た
ら
、
昔
か
ら
「
合
轍
押
韻
」
と
い
っ
た
方
法
で
韻
を
ふ
む
こ
と

に
す
る
。
そ
の
基
準
で
右
の
謡
曲
訳
は
三
つ
と
も
韻
を
ふ
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



『
曽
根
奇
心
中
』

と
『
曽
根
奇
鴛
喬
殉
情
』

か
っ
た
。

　
「
謡
」
の
ほ
か
、
「
フ
シ
」
と
「
ハ
ル
フ
シ
」
は
訳
文
に
出
て
き
た
の
は
三
十

四
か
所
（
一
句
の
も
の
を
除
き
、
二
句
以
上
の
も
の
を
指
す
）
で
あ
る
。
例
え

ば
：

　
（
原
文
）
　
廻
り
て
フ
シ
是
ぞ
は
や
。
ハ
ル
フ
シ
三
十
番
に
。
三
津
寺
の
大
慈
大

　
　
　
　
　
悲
の
頼
み
に
て
。
か
く
る
佛
の
御
手
の
綜
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
韻
）
　
　
（
曲
韻
）
　
（
轍
）

　
（
訳
文
）
　
一
高
声
唱
曲
一
巡
来
到
，
返
里
三
津
寺
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
眞
）
　
（
支
思
）
　
（
衣
斉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
場
数
来
第
三
十
。
（
十
四
絹
）
　
（
斉
微
）
　
（
衣
斉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仰
撃
我
慈
悲
大
士
，
（
四
紙
）
　
　
（
支
思
）
　
（
衣
斉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佛
手
親
奉
五
色
綜
。
（
四
支
）
　
（
支
思
）
（
衣
斉
）

　
（
原
文
）
フ
シ
ニ
人
の
心
ぞ
。
ふ
び
ん
な
る
。
涙
の
絡
の
結
び
松
。
椋
欄
の
一

　
　
　
　
木
の
相
生
を
。
連
理
の
契
り
に
な
ぞ
ら
へ
露
の
憂
身
の
置
所
。

（
訳
文
）

（
詩
韻
）

一
唱
曲
一
送
両
人
的
心
曲
誠
堪
悲
。

　
　
他
二
人
，
沮
雨
如
結
草
．
，
（
十
九
晧
）

　
　
証
同
契
，
牢
固
結
松
根
。
　
（
十
一
真
）

　
　
待
将
苦
命
的
浮
生
朝
露
身
；
（
十
一
真
）

　
　
向
送
里
椋
欄
樹
的
連
理
枝
頭
自
尽
。

（
曲
韻
）

（
斉
微
）

（
粛
豪
）

（
真
文
）

（
真
文
）

（
轍
）

（
灰
堆
）

（
揺
条
）

（
人
臣
）

（
人
臣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
抄
）
　
（
真
文
）
　
（
人
臣
）

で
あ
る
。
前
者
は
詩
の
音
韻
を
ふ
ん
で
い
な
い
が
、
曲
の
音
韻
や
合
轍
押
韻
が

ふ
ん
で
あ
る
。
後
者
は
音
韻
を
す
べ
て
尊
守
し
て
い
な
い
例
で
あ
る
。
そ
の
三

十
四
か
所
の
中
に
合
轍
押
韻
を
ふ
ん
だ
の
は
七
九
％
で
あ
る
。

　
又
、
「
地
」
と
「
地
色
」
は
全
部
で
六
十
三
か
所
が
あ
る
。
そ
の
例
は

　
（
原
文
）
　
地
神
や
佛
に
か
け
お
き
し
現
世
の
願
を
今
こ
・
で
。
未
来
へ
回
向

　
　
　
　
　
し
後
の
世
も
な
ほ
し
も
一
っ
蓮
ぞ
や
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
韻
）
　
　
（
曲
韻
）
（
轍
）

　
（
訳
文
）
　
一
説
書
一
現
世
里
祈
神
礼
佛
心
懸
償
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
陽
）
　
　
（
江
陽
）
　
（
江
陽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
送
里
今
番
，
回
向
未
来
今
往
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
二
養
）
（
江
陽
）
（
江
陽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
往
生
来
世
，
穏
取
圓
満
久
長
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
陽
）
　
　
（
江
陽
）
　
（
江
陽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
双
双
共
記
在
一
几
不
蓮
房
。
（
七
陽
）
　
　
（
江
陽
）
　
（
江
陽
）

　
（
原
文
）
地
色
あ
・
い
や
も
う
い
う
て
下
ん
す
な
。
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
胸
痛

　
　
　
　
　
み
私
か
ら
先
へ
死
に
さ
う
な
。
い
っ
そ
死
ん
で
の
け
た
い
と
フ
シ

　
　
　
　
　
泣
く
よ
り
ほ
か
の
こ
と
ぞ
な
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
韻
）
　
（
曲
韻
）
（
轍
）

　
（
訳
文
）
　
一
説
書
帯
腔
一
”
咬
冴
、
省
可
里
談
他
肥
！



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
し
）
　
　
（
な
し
）
　
（
発
花
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
談
越
叫
我
尖
針
当
胸
礼
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
し
一
　
（
家
麻
）
　
（
発
花
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
恨
不
得
此
身
先
亡
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
二
編
）
（
家
麻
）
　
（
発
花
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
索
性
一
死
倒
還
雲
。
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
二
祷
）
（
家
麻
）
（
発
花
）

で
あ
る
。
そ
の
六
十
三
か
所
の
中
に
詩
の
韻
を
ほ
と
ん
ど
踏
ん
で
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
曲
韻
の
基
準
で
調
べ
た
ら
、
二
二
％
に
韻
が
ふ
ん
で
あ
る
。

合
轍
押
韻
に
よ
っ
た
ら
、
八
二
％
に
韻
が
ふ
ん
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
ス
ヱ
テ
」
は
十
一
か
所
で
、
そ
の
例
は

　
（
原
文
）
　
ス
ヱ
テ
迎
へ
給
へ
と
泣
き
け
れ
ば
。
お
初
も
同
じ
く
手
を
合
わ
せ
。

　
　
　
　
　
こ
な
様
は
う
ら
や
ま
し
や
冥
途
の
親
御
に
逢
は
ん
と
あ
る
我
ら

　
　
　
　
　
が
父
様
母
様
は
ま
め
で
此
の
世
の
人
な
れ
ば
。
い
っ
逢
ふ
こ
と

　
　
　
　
　
の
有
る
べ
き
ぞ
便
は
此
の
春
聞
い
た
れ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
韻
）
　
（
曲
韻
）
（
轍
）

（
訳
文
）

一
況
弦
一
阿
初
也
合
掌
鳴
咽
：
　
（
な
し
）

　
　
　
只
羨
休
，
天
上
父
母
団
圓
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
三
元
）

　
　
　
此
去
便
能
見
面
。
　
　
　
（
十
七
籔
）

『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
鳶
殉
情
』

（
先
天
）
　
（
言
前
）

（
先
天
）

（
先
天
）

（
言
前
）

（
言
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
我
的
萎
婿
、
可
尚
在
人
間
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
諌
）
　
（
寒
山
）
　
（
言
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
今
朝
一
別
，
再
何
時
得
拝
展
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
銑
）
　
（
先
天
）
　
（
言
前
）

　
（
原
文
）
　
ス
ヱ
テ
あ
だ
し
が
原
の
道
の
霜
。
一
足
づ
・
に
消
え
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
韻
）
　
（
曲
韻
）
　
（
轍
）

　
（
訳
文
）
　
一
況
弦
一
警
沈
元
常
原
上
道
妾
霜
，
（
七
陽
）
　
（
江
陽
）
（
江
陽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
歩
逐
一
歩
，
行
行
去
消
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
蒜
）
　
（
粛
豪
）
　
（
揺
条
）

で
あ
る
。
詩
韻
か
ら
考
え
る
と
右
の
例
は
韻
を
ふ
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

曲
韻
や
合
轍
押
韻
は
右
の
前
者
の
韻
を
ふ
ん
で
い
る
が
、
後
者
の
韻
を
守
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
ス
ヱ
テ
」
十
一
句
の
中
に
曲
韻
を
ふ
ん
だ
の
は
右

一
句
だ
け
で
あ
る
。
合
轍
押
韻
を
ふ
ん
だ
の
は
十
句
で
あ
る
。

　
最
後
に
「
詞
」
を
見
て
み
た
い
。
全
部
で
三
十
二
か
所
で
あ
る
。
現
代
語
で

訳
し
て
い
る
。
特
に
徳
兵
衛
と
九
平
次
と
の
会
話
の
中
に
口
語
や
方
言
が
多
く

使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
：

　
一
徳
兵
衛
白
一
”
冴
，
九
平
次
，
休
連
↑
小
子
！
…
”
　
　
　
　
（
口
語
）

　
一
徳
兵
衛
白
一
”
冴
研
啄
、
九
平
次
、
連
可
没
得
休
説
的
！
…
”
（
口
語
）

　
一
九
平
次
白
一
”
…
到
了
几
吃
了
我
一
頓
尻
害
…
”
　
　
　
　
　
（
方
言
）

　
一
徳
兵
衛
白
一
”
…
道
是
没
歯
不
忘
的
恩
典
。
…
”
　
　
　
　
　
（
方
言
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
奇
鴛
鴛
殉
情
』

　
以
上
に
、
主
に
詩
韻
、
曲
韻
、
合
轍
押
韻
と
い
っ
た
三
つ
の
角
度
か
ら
「
地

の
文
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
訳
文
の
韻
は
詩
韻
で
は
な
い
の
は
確
か
で

あ
る
。
又
、
全
体
か
ら
見
る
と
、
曲
韻
の
踏
み
方
で
「
地
の
文
」
を
訳
し
た
可

能
性
も
少
な
い
。
と
い
う
の
は
本
訳
文
に
曲
韻
で
韻
が
ふ
ん
だ
率
が
低
い
し
、

「
フ
シ
」
や
「
地
」
の
部
分
に
二
つ
以
上
の
韻
字
で
訳
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、

曲
韻
の
主
な
特
徴
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
『
曽
根
崎
心
中
－
は
浄
瑠
璃
体
裁
の
作
晶
で
あ
る
。
原
文
の
特
徴
を

中
国
語
訳
に
音
曲
的
、
リ
ズ
ム
的
に
調
和
す
る
銭
氏
の
工
夫
が
見
え
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
銭
氏
が
ど
の
音
韻
の
基
準
で
翻
訳
し
た
か
は
確
証
が
な
い
。
本

考
察
を
通
じ
て
、
そ
の
韻
の
踏
み
方
は
合
轍
押
韻
の
踏
み
方
で
「
十
三
轍
」
に

よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
銭
氏
は
近
松
の
原
文
に
お
け
る
韻
文

を
十
分
生
か
し
な
が
ら
、
中
国
語
訳
に
そ
の
特
徴
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
素
晴
ら
し
い
訳
文
が
で
き
た
の
一
つ
の
基
礎
だ
と
思
わ
れ
る
。

三

　
『
曽
根
崎
心
中
』
に
は
多
く
の
掛
詞
や
縁
語
が
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
聯
想
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
訳
し
方
：

…
仰
ぐ
も
高
し
フ
シ
高
き
屋
に
。
の
ぼ
り
て
民
の
賑
ひ
を
。
契
り
置
き
て
し
難

　
波
津
や
。
ス
ヱ
テ
三
つ
づ
・
十
と
三
つ
の
里
。
札
所
々
々
の
霊
地
霊
佛
。

（
訳
文
）
　
「
唱
曲
」
連
里
難
波
津
，
太
古
時
，
曽
蒙
帝
君
，
上
高
楼
，
吟
泳
幽
風

五
八

　
　
　
　
　
　
駒
．
，

　
　
　
　
　
　
嘉
許
吾
民
、
豊
足
段
賑
。
因
此
上
、
古
称
御
津
、
也
叫
三
津
。

似
フ
シ
昔
の
人
も
。
気
の
融
の
。

（
訳
文
）
　
「
唱
曲
」
融
大
臣
可
通
暁
風
流
：

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り

側
塩
竈
の
浦
を
。
都
に
堀
江
漕
ぐ
。

（
訳
文
）
舟
載
海
潮
，
堀
江
水
路
運
京
都
。

岬
潮
汲
舟
の
フ
シ
跡
絶
え
ず
。
今
も
弘
誓
の
脆
拍
子
に
。
法
の
玉
鉾
歌
え
い

　
く
。

（
訳
文
）
肝
声
声
、
弘
通
佛
法
慈
航
炉
。

　
　
　
　
一
－
ち

伺
あ
ち
や
東
風
ひ
た
く
く
。
羽
と
羽
と
を
袷
の
袖
の
。

（
訳
文
）
連
搭
那
搭
、
旛
施
温
柔
…
東
風
里
、
翻
嗣
悠
悠
。

　
　
　
　
人
家
彩
染
的
春
杉
袖
、
却
当
作
花
枝
招
誘
．
，

　
　
　
　
　
　
　
て
う

旧
紋
に
揚
羽
の
フ
シ
超
泉
寺
。

（
訳
文
）
恰
好
似
，
仙
蝶
家
紋
天
生
就
。
「
唱
曲
」
瓢
逸
，
瓢
逸
，
隔
培
便
到
了

超
泉
寺
。

　
あ
つ
ｍ
暑
き
日
に
　
貫
く
汗
の
玉
造
。
稲
荷
の
宮
に
迷
ふ
と
の
。

（
訳
文
）
直
奔
玉
造
旬
，
天
道
熱
，
早
汗
珠
几
一
串
串
，

　
　
　
あ
は
ぢ

剛
歌
波
の
淡
路
に
消
え
ず
も
通
ふ
。

（
訳
文
）
歌
淡
路
波
回
泡
未
消
。

　
　
　
　
　
　
　
け
い

側
さ
て
げ
に
よ
い
慶
伝
寺
　
ハ
ル
フ
シ
縁
に
引
か
れ
て
。
ま
た
い
っ
か
。
こ
、
に



　
か
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ

　
高
津
の
遍
明
院
。
菩
提
の
種
や
上
寺
町
の
。
長
安
寺
よ
り
誓
安
寺
。

（
訳
文
）
慶
伝
寺
外
風
光
好
，
「
高
声
唱
曲
」
不
知
何
時
、
佛
縁
牽
引
，
此
身
来

　
　
　
　
到
高
津
。

　
　
　
　
連
里
上
寺
町
，
菩
提
種
子
，
密
播
如
雲
；
遍
明
院
，
長
安
寺
，
誓

　
　
　
　
安
寺
，
一
路
里
几
許
檀
林
。

　
　
　
　
し
ん

ｑ
ｏ
蝋
燭
の
新
清
水
に
。
し
ば
し
と
て
。
や
が
て
休
ら
ふ
。

（
訳
文
）
出
門
来
，
新
清
水
，
卜
↑
暫
休
息
，
且
納
清
涼
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
つ

ｎ
ハ
ル
フ
シ
一
二
十
番
に
三
津
寺
の
大
慈
大
悲
を
頼
み
に
て
。
か
く
る
仏
も
御
手
の

　
糸
。

（
訳
文
）
「
高
声
唱
曲
」
巡
来
到
，
連
里
三
津
寺
．
，
霊
場
数
来
第
三
十
。
仰
撃
我

　
　
　
　
慈
悲
大
士
，
佛
手
采
牟
五
色
総
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ
ち

（
ｑ
２
）
も
ら
さ
じ
と
つ
・
む
心
の
内
本
町
焦
る
・
胸
の
平
野
屋
に
春
を
重
ね
し
雛

　
　
男
一
つ
な
る
口
桃
の
酒
。
柳
の
髪
も
徳
と
。

（
訳
文
）
説
話
内
本
町
里
，
有
介
俊
雛
几
店
伏
計
。
春
情
意
，
内
蔵
心
底
．
，

　
　
　
　
伯
伝
名
，
不
漏
春
消
息
。
桃
花
酒
，
吃
得
一
口
．
，
青
綜
如
柳
，
黒

　
　
　
　
発
如
油
。
所
事
几
俊
秀
，
人
品
几
風
流
．
，
”
徳
可
可
、
徳
可
可
、
”
叫
来

　
　
　
　
有
些
名
頭
。

蝸
得
意
を
巡
り
、
生
玉
の
オ
ク
リ
社
に
　
こ
そ
は
着
き
に
け
れ
。

（
訳
文
）
今
几
↑
，
重
荷
使
学
徒
肩
負
．
，
兜
采
実
、
挨
家
逐
戸
問
主
顧
。
（
過

　
　
　
　
曲
）

　
　
　
　
　
『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
鳶
殉
情
』

　
　
　
　
行
行
来
在
込
生
玉
地
鋪
，
恰
巧
打
神
社
躁
前
過
路
。

岬
破
れ
し
編
笠
拾
ひ
着
て
顔
も
傾
く
日
影
さ
へ
。
曇
る
涙
に
か
き
く
れ
か
き
く

れ
。
す
ご
く
帰
る
有
様
は
目
も
あ
て
。
ら
れ
ぬ
。
一
三
重
一

一
訳
文
）
拾
起
破
笠
，
遮
住
泪
面
．
，
暗
淡
斜
陽
里
，
帰
歩
踊
趾
。

　
　
　
　
連
分
几
情
形
凄
惨
、
端
的
是
、
眼
不
忍
看
。
（
三
重
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ

蝸
へ
恋
風
の
　
フ
シ
身
に
蜆
川
　
地
中
流
れ
て
は
そ
の
う
っ
せ
貝
現
な
き
色
の

　
闇
路
を
照
せ
と
て
。

（
訳
文
）
　
「
唱
曲
」
情
風
扇
動
硯
河
辺
，
流
水
錨
魂
別
是
天
。

蝸
夏
も
花
見
る
梅
田
橋
旅
の
郡
人
地
の
思
ひ
人
小
オ
ク
リ
心
ご
・
ろ
の
講
の
道
知

　
る
も
迷
へ
ば
知
ら
ぬ
も
通
ひ
。

（
訳
文
一
「
況
弦
」
梅
田
橋
畔
，
名
花
不
床
夏
時
看
．
，
愛
染
河
中
，
錦
貝
浪
流

　
　
　
　
空
売
几
乏
。

　
　
　
　
当
地
的
情
郎
尋
古
恋
，
郷
間
来
客
結
新
縁
．
，

　
　
　
　
　
　
　
み
じ
か
よ

岬
い
か
な
る
　
夢
も
短
夜
の
フ
シ
八
つ
に
成
る
の
は
。

（
訳
文
）
　
「
唱
曲
」
任
夢
長
夜
短
，
也
已
亥
子
交
綴
。

蝸
探
り
歩
く
を
鰯
ら
じ
と
あ
な
た
こ
な
た
へ
這
ひ
纏
る
・
玉
葛
。
繰
る
し
き
闇

　
の
現
な
や
。

一
訳
文
）
他
二
人
，
生
伯
和
地
相
碗
．
，
挨
培
貼
壁
葛
延
藤
，
苦
苦
相
奉
，
黒

　
　
　
　
夜
里
亡
魂
躍
。

岬
ヲ
ド
リ
今
年
の
心
中
よ
し
あ
し
の
。
言
の
葉
草
や
し
げ
る
ら
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
『
曽
根
崎
心
中
－
と
『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉
情
』

（
訳
文
）
「
舞
踏
曲
」
風
流
芦
葦
，
肝
夜
話
枝
繁
叶
茂
．
，
数
着
今
年
情
死
侶
，
褒

　
　
　
　
脆
閑
評
。

¢
ｏ
太
夫
地
聞
く
に
心
も
く
れ
は
ど
り
あ
や
な
や
昨
日
今
日
ま
で
も
。

（
訳
文
）
「
太
夫
説
書
」
思
量
昨
日
今
朝
，
我
還
妾
観
羨
説
．
，
艶
迩
錦
心
，
此
際

　
　
　
　
徒
聞
色
相
空
。

剛
せ
め
て
し
ば
し
は
長
か
ら
で
心
も
夏
の
夜
の
な
ら
ひ
命
を
追
は
ゆ
る
鶏
の
聲

　
明
け
な
ば
憂
し
や
天
神
の
。

（
訳
文
）
夏
日
苦
宵
短
，
尋
常
還
雲
了
；
只
今
宵
，
中
宵
去
已
逢
。

　
　
　
　
昊
天
不
吊
，
不
許
緩
梢
梢
；
元
情
催
命
促
，
早
更
替
丑
寅
交
。

　
　
　
　
唯
恐
鴎
鳴
切
迫
旋
報
暁
，
相
将
尋
死
去
，
逢
指
天
神
林
喚
。

　
　
　
　
　
　
〔
解
く
一

吻
上
着
の
帯
を
徳
兵
衛
も
初
も
涙
の
染
小
袖
。

（
訳
文
）
徳
兵
衛
，
解
下
了
束
腰
帯
紐
；
阿
初
也
脱
下
了
泪
淋
的
彩
袖
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

鯛
脱
い
で
か
け
た
る
椋
欄
の
葉
の
オ
ク
リ
そ
の
玉
へ
箒
今
ぞ
げ
に
フ
シ
憂
世
の
塵

　
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姜

（
訳
文
）
「
唱
曲
」
天
生
来
、
一
柄
椋
欄
帝
．
，
給
二
人
，
掃
去
凡
小
工
垢
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
０

こ
こ
ま
で
は
原
文
の
掛
詞
、
縁
語
を
訳
文
に
正
確
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
｝
、
似
、
側
、
側
、
榊
、
側
、
¢
ｏ
、
帥
、
ｑ
ａ
、
蝸
、
Ｇ
ゆ
の
例
の
よ
う
に

地
名
と
人
名
の
発
音
に
よ
る
掛
詞
は
中
国
語
に
訳
す
と
、
意
味
が
正
確
に
訳
せ

る
が
、
そ
の
掛
詞
の
本
来
の
お
も
し
ろ
さ
が
ど
う
し
て
も
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

¢
フ
シ
ォ
ク
リ
今
咲
へ
出
し
の
。
初
花
に
。
ハ
ル
フ
シ
笠
は
着
ず
と
も
。

（
訳
文
）
　
「
唱
曲
．
過
曲
」
正
花
芭
几
初
放
，
茶
初
泡
。
「
蔓
戸
唱
曲
」
花
笠
帽
，
不
冠

　
　
　
　
不
戴
又
何
妨
？

　
オ
ク
リ
廻
れ
ば
。
罪
も
夏
の
雲
あ
つ
く
ろ
し
と
て
駕
籠
を
は
や
。

（
訳
文
）
　
「
過
曲
」
三
十
三
山
巡
礼
遍
，
便
一
切
罪
障
全
剛
。

　
　
　
　
今
朝
，
天
気
悶
熱
夏
雲
騎
。
早
便
叫
，
歌
下
了
藍
輿
輪
。

　
フ
シ
行
き
な
ら
は
ね
ば
。
所
鰻
く
づ
ほ
れ
、
ア
、
恥
し
の
、
漏
り
て
、
裳
裾

が
は
ら
く
く
は
っ
と
返
る
る
を
う
ち
か
き
合
わ
せ
。

（
訳
文
）
　
「
唱
曲
」
咬
晴
，
差
窯
人
也
，
元
姿
又
元
態
！
　
倒
傲
了
三
輪
山
神
，

　
　
　
　
羽
束
師
林
差
見
人
。

　
　
　
　
　
　
　
〔
慎
〕

＠
夢
を
さ
ま
さ
ん
博
労
の
。

（
訳
文
）
敢
則
待
，
来
↑
瞳
夢
的
蹄
邪
獲
。

　
粋
の
名
取
川

（
訳
文
）
　
生
可
惜
，
名
取
川
底
埋
泥
桧
。

＠
生
醤
油
の
袖
し
た
・
る
き
繕
の
奴
に
荷
は
せ
て
。

（
訳
文
）
　
袖
几
上
、
沽
的
是
醤
油
酷
、
肚
子
里
，
咽
的
是
相
思
味
。

　
　
　
　
端
只
為
，
花
街
上
有
介
意
中
配
；
自
甘
心
，
身
傲
了
色
情
的
奴
碑
。

　
こ
こ
ま
で
は
直
訳
で
は
な
く
、
意
味
だ
け
訳
文
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
例

の
０
の
よ
う
に
「
初
花
」
と
主
人
公
お
初
を
か
け
る
が
、
銭
氏
は
「
茶
初
泡
」

と
い
っ
た
中
国
式
の
比
瞼
で
お
初
を
描
く
。
初
杯
の
お
茶
は
お
い
し
く
て
、
香



り
が
い
い
と
い
っ
た
中
国
的
な
発
想
は
文
学
表
現
に
出
て
、
と
て
も
具
象
的
で

あ
る
。
そ
し
て
、
例
の
　
、
＠
は
原
文
の
掛
詞
に
つ
い
て
の
解
釈
に
よ
っ
て
訳

し
た
も
の
で
あ
る
。

０
手
を
取
っ
て
懐
の
ス
ヱ
テ
打
恨
み
た
る
口
説
き
泣
。

（
訳
文
一
　
「
況
弦
」
説
着
，
拉
過
手
去
懐
里
掘
．
，
卯
暗
沸
泣
況
沿
。

○
太
去
諸
山
寺
の
春
の
夕
暮
来
て
地
見
れ
ば
先
な
は
色
コ
レ
九
平
次
。

（
訳
文
）
　
「
太
夫
謡
」
只
見
行
来
；
二
子
，
顕
風
流
，
高
吟
謡
曲
。

　
　
　
　
　
　
　
閑
情
致
，
春
暮
来
山
寺
．
，
為
首
的
，
正
是
九
平
次
！

　
詞
ア
、
ふ
で
き
千
萬
な
。

（
訳
文
）
　
”
冴
、
九
平
次
，
休
連
↑
小
子
！
”

０
上
り
口
に
料
理
人
。
庭
で
は
下
女
が
や
く
た
い
の
フ
シ
目
が
し
げ
け
れ
ば
さ

も
な
ら
ず
。

（
訳
文
）
后
門
厨
師
，
院
里
Ｙ
環
。
「
唱
曲
」
人
多
眼
衆
、
不
得
方
便
。

　
例
の
０
は
「
内
」
と
「
う
ち
」
恨
み
を
か
け
る
が
、
訳
文
に
は
「
う
ち
」
恨

み
の
意
味
が
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
例
の
　
の
「
見
れ
ば
」
は
謡
〃
文
句
で
あ
る

が
、
同
時
に
「
徳
兵
衛
が
み
れ
ば
、
」
の
意
を
か
け
る
。
訳
文
に
は
主
語
徳
兵

衛
の
意
が
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
例
の
０
，
０
も
同
じ
、
訳
文
に
意
味
が
伝
え
ら

れ
て
い
な
い
。

　
以
上
掛
詞
、
縁
語
の
訳
し
方
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
全
体
か
ら
み
る
と
、

七
一
％
の
掛
詞
の
意
味
が
正
確
に
訳
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
篶
殉
情
』

　
『
曽
根
崎
心
中
』
に
お
け
る
「
観
音
廻
り
」
と
「
道
行
」
は
全
文
の
肝
心
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。
冒
頭
の
部
分
は
い
き
な
り
に
観
音
廻
り
に
入
り
、
そ
し
て
、

近
松
は
筆
墨
を
用
い
て
、
大
阪
の
三
十
三
所
の
札
所
を
め
ぐ
る
こ
と
を
長
く
描

き
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
和
辻
哲
郎
氏
は
「
近
松
の
ね
ら
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
あ
る
い
は
心
中
の
た
め
の
序
曲
を
奏
す
る
に
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
自
殺
を
「
神
へ
の
不
信
」
と
い
う
最
も
大
き
い
罪
悪
と
解
す
る
立
場
で
は
、

そ
の
自
殺
と
恋
愛
と
を
結
び
っ
け
た
心
中
に
お
い
て
救
済
に
類
す
る
境
地
を
見

い
だ
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
冒
憤
に
類
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
同
じ
考
え
が
こ
こ
で
は
煩
悩
即
菩
提
と
い
う
標
語
の
下
に

是
認
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
い
う
見
地
か
ら
見
て
、
観
音
め
ぐ

り
の
道
行
を
も
っ
て
こ
の
曲
を
始
め
た
近
松
の
意
図
が
、
ほ
ぼ
察
せ
ら
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

う
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
こ
の

序
曲
は
極
め
て
重
要
な
一
段
で
あ
る
。
銭
氏
は
そ
れ
を
訳
す
時
、
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
く
か
考
え
て
み
た
い
。

　
原
文
の
中
、
三
十
三
か
所
の
観
音
霊
場
景
物
を
詠
み
あ
げ
る
の
だ
が
、
た
だ

一
か
所
「
白
髪
町
と
よ
黒
髪
は
懸
に
み
だ
る
・
妄
執
の
。
」
は
町
名
だ
け
が
出

て
、
寺
名
が
出
て
き
て
い
な
い
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
当
時
大
福
院
が
白
髪
町
に
あ

る
こ
と
は
皆
知
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
も
し
訳
文
に
そ
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
鳶
殉
情
』

ま
訳
す
と
、
読
者
は
わ
け
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
銭
氏
は
ち
ゃ
ん
と
寺
名
を
挙

げ
、
「
大
福
院
在
白
髪
街
」
と
訳
し
た
。
そ
う
す
る
と
訳
文
に
は
三
十
三
か
所

の
寺
名
が
全
部
出
て
き
た
。
そ
の
中
で
女
主
人
公
お
初
が
登
場
す
る
。

　
（
原
文
）
　
下
際
の
繍
心
目
三
六
の
。
十
八
九
な
る
貌
佳
花
。

　
（
訳
文
）
　
下
輸
来
，
一
果
燕
子
花
，
花
顔
美
貌
多
妓
。

　
　
　
　
　
似
漆
的
明
眸
生
光
彩
，
双
六
般
子
秋
波
伯
；
三
六
一
十
八
九
恰

　
　
　
　
　
芳
年
，

訳
文
は
原
文
よ
り
数
が
多
い
。
お
初
の
恋
目
に
つ
い
て
詳
し
く
描
い
た
。
そ
の

分
は
実
に
原
文
の
補
注
¢
の
解
釈
に
よ
っ
て
訳
し
て
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

お
初
は
と
て
も
美
人
で
あ
る
と
語
り
は
じ
め
、
各
霊
場
の
故
事
景
色
に
あ
わ
せ

て
、
仏
が
衆
生
の
苦
界
に
く
る
し
む
済
度
せ
ん
と
弘
誓
の
舟
を
さ
し
む
け
ら
れ

る
彼
岸
へ
の
道
行
を
語
っ
た
。
お
初
が
三
十
三
か
所
を
廻
る
時
、
原
文
に
示
さ

れ
て
い
な
い
方
向
は
、
例
え
ば
、
「
向
大
江
南
，
直
奔
玉
造
旬
」
、
「
亘
南
北
，

淡
路
波
回
泡
未
消
。
」
、
「
坊
起
身
来
，
循
路
而
南
：
早
則
是
四
天
王
，
大
寺

院
。
」
と
訳
文
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
お
初
お
徳
兵
衡
と
の
出
会
い
、
徳
兵
衛
よ
り
状
況
を
説
明
す
る
。
そ

し
て
危
機
が
到
来
し
て
、
二
人
は
心
中
を
決
意
す
る
。
そ
こ
か
ら
死
の
道
行
に

入
る
の
で
あ
る
。

　
（
原
文
）
　
フ
シ
此
の
世
の
な
ご
り
。
夜
も
な
ご
り
。
死
に
行
く
身
を
た
と
ふ

　
　
　
　
　
れ
ば
ス
ヱ
テ
あ
だ
し
が
原
の
道
の
霜
。
一
足
づ
・
に
消
え
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
　
　
　
夢
の
夢
こ
そ
フ
シ
あ
は
れ
な
れ
。
ワ
キ
あ
れ
敷
ふ
れ
ば
暁
の
　
七

　
　
　
　
　
っ
の
時
が
六
っ
鳴
り
て
残
る
一
っ
が
今
生
の
。
鐘
の
ひ
“
き
の

　
　
　
　
　
聞
き
を
さ
め
。
太
夫
寂
滅
為
楽
と
ひ
“
く
な
り
。

　
（
訳
文
）
別
実
斯
世
，
別
也
今
宵
；
投
死
之
行
，
夢
中
夢
杏
。

　
　
　
　
警
沈
元
常
原
上
道
妾
霜
，
一
歩
逐
一
歩
，
行
行
去
消
。

　
　
　
　
　
堪
哀
、
報
暁
七
声
鐘
，
已
肝
第
六
声
；
剰
得
一
声
肝
寛
，
便
寂

　
　
　
　
　
滅
為
楽
，
了
却
今
生
。

こ
こ
は
有
名
な
道
行
で
あ
る
。
当
時
『
曽
根
崎
心
中
』
が
大
衆
の
喝
采
を
博
し

た
の
は
こ
の
最
後
の
道
行
の
美
し
さ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
銭
氏
も
原
文
を
忠
実

し
て
、
上
の
一
段
を
訳
し
た
の
で
あ
る
。
又
、
死
に
行
く
準
備
の
段
落
は

　
（
原
文
）
地
沸
ふ
ら
ん
初
が
袖
よ
り
剃
刀
出
し
。
も
し
も
道
に
て
追
手
の

　
　
　
　
　
か
ら
わ
れ
く
に
な
る
と
て
も
。
浮
名
は
捨
て
じ
と
心
が
け

　
　
　
　
　
剃
刀
用
意
し
た
せ
し
が
。
望
の
と
お
り
一
所
で
死
ぬ
る
こ
の
う

　
　
　
　
　
れ
し
さ
と
色
い
ひ
け
れ
ば
。

　
（
訳
文
）
阿
初
袖
里
，
掬
出
一
把
剃
刀
；
婿
然
一
笑
，
訴
説
根
苗
：

　
　
　
　
　
”
為
防
万
一
追
捕
到
，
生
分
我
二
人
瓜
中
道
．
，

　
　
　
　
　
浮
名
不
可
軽
易
落
，
特
地
将
来
返
法
宝
。

　
　
　
　
　
喜
而
今
，
幸
免
了
煩
悩
；
死
同
一
処
遂
懐
抱
。
”

で
あ
る
。
銭
氏
は
原
文
に
示
さ
れ
て
い
な
い
意
味
「
婿
然
一
笑
」
を
書
き
加
え

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
若
い
女
が
色
っ
ぽ
く
、
に
っ
こ
り
笑
う
様
子
と
い
う
意



味
だ
が
、
原
文
に
は
全
然
示
さ
れ
て
い
な
い
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
死
ぬ
こ

と
を
準
備
す
る
お
初
に
っ
い
て
の
こ
の
場
面
の
描
写
は
適
当
か
ど
う
か
疑
問
で

あ
る
と
思
う
。

　
引
き
続
き
、
銭
氏
は
徳
兵
衛
が
お
初
を
殺
す
場
面
を
「
便
深
深
刺
，
使
勤

擾
．
，
直
至
力
尽
精
疲
魂
喪
。
見
地
也
両
腎
空
宕
，
四
苦
八
苦
，
断
末
魔
障
。
」

と
訳
し
て
あ
る
。
「
刺
」
、
「
擾
」
、
「
四
苦
八
苦
」
と
い
っ
た
言
葉
で
徳
兵
衛
の

動
作
と
お
初
の
苦
し
む
表
情
を
具
象
的
に
描
い
た
。
最
後
は
『
曽
根
崎
心
中
』

の
結
句
で
あ
る
が
、

　
（
原
文
一
　
誰
が
告
ぐ
る
と
は
曽
根
崎
の
森
の
下
風
音
に
聞
え
。
取
博
へ
貴
賎

　
　
　
　
　
群
集
の
回
向
の
種
。
未
来
成
佛
疑
ひ
な
き
織
あ
。
手
本
と
な
り
に

　
　
　
　
　
け
り
。

　
一
訳
文
一
　
込
曽
根
崎
的
林
下
風
声
，
不
知
是
誰
伝
的
，
布
遍
了
通
城
．
，
不

　
　
　
　
　
分
貴
賎
，
都
来
香
火
吊
亡
霊
。
再
元
疑
，
未
来
成
佛
顕
可
証
．
，

　
　
　
　
　
傲
了
双
思
的
範
本
垂
型
。

銭
氏
は
原
文
を
忠
実
し
、
リ
ズ
ム
的
に
こ
の
結
句
を
訳
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

段
落
に
は
原
文
に
な
い
も
の
が
訳
文
に
出
て
い
る
と
前
に
指
摘
し
た
が
、
全
文

に
は
ま
だ
い
く
っ
か
の
例
が
あ
る
。
詳
し
い
分
析
に
は
入
ら
な
い
の
が
、
例
を

挙
げ
る
の
に
留
ま
り
た
い
と
思
う
。

○
太
古
時
，
曽
蒙
帝
君
，
上
高
楼
，
吟
詠
幽
風
駒
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
訳
一
Ｐ
３
　
一
原
一
Ｐ
１
９
注
５

　
　
　
　
　
『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉
情
』

○
借
茶
享
，
且
憩
牛
労
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
訳
）
Ｐ
５
　
一
原
）
Ｐ
１
９

０
巡
礼
歌
几
同
声
諦
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
訳
）
Ｐ
６
　
一
原
一
Ｐ
１
９

０
連
里
可
法
界
平
等
，
有
縁
也
等
似
元
縁
。
　
一
訳
一
Ｐ
７
　
一
原
一
Ｐ
２
０

０
佛
視
衆
生
皆
子
女
，
思
几
父
母
吟
味
西
東
。
（
訳
）
Ｐ
８
　
一
原
）
Ｐ
２
０
注
ｕ

○
地
名
几
町
来
倍
覚
親
。
好
似
称
呼
姑
嬢
嫡
，
発
人
醒
悟
佛
婆
心
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
）
Ｐ
９
　
（
原
）
Ｐ
２
０

０
且
昔
遍
昭
僧
正
，
扮
附
藤
花
，
纏
住
人
行
：
且
不
妨
，
流
連
在
花
径
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
訳
）
Ｐ
１
〇
　
一
原
一
Ｐ
２
０
補
注
６

０
仔
細
思
目
琴
．
観
世
音
伶
人
苦
悩
，
直
任
心
如
、
灸
人
疾
苦
的
講
文
苦
同
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
）
Ｐ
１
４
　
（
原
）
Ｐ
２
１

０
力
抑
住
如
泉
悲
観
泪
、
推
心
体
己
相
安
慰
…
（
訳
一
Ｐ
２
２
　
一
原
）
Ｐ
２
４

０
且
不
問
連
唱
得
対
不
対
，
休
込
一
套
追
逢
自
在
，
可
就
千
不
該
也
万
不
該
。

浄
耽
誤
着
人
家
的
吃
緊
事
，
不
想
清
理
，
倒
有
得
工
夫
遊
山
玩
水
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
）
Ｐ
２
４
　
（
原
）
Ｐ
２
５

０
気
勢
汕
汕
，
出
乎
意
外
；
徳
兵
街
怒
形
干
色
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
）
Ｐ
２
５
　
（
原
）
Ｐ
２
６

０
世
如
閃
電
元
定
著
，
槍
酌
商
量
未
定
尊
；
篶
忽
閃
光
平
地
起
，
飛
上
天
空

如
電
迅
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
）
Ｐ
４
３
　
（
原
）
Ｐ
３
３

六
三



『
曽
根
崎
心
中
』
と

五

『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉
情
』

　
『
曽
根
崎
心
中
』
に
は
注
釈
が
全
部
で
三
百
三
か
所
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
『
曽
根
崎
鴛
喬
殉
情
』
は
六
十
八
か
所
し
か
な
い
。
訳
文
の
注
釈
の
特
徴

は
地
名
、
寺
名
、
出
典
、
仏
教
用
語
な
ど
に
注
釈
が
多
く
付
く
の
で
あ
る
。
又
、

一
部
の
掛
詞
に
も
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
文
と
比
べ
る
と
注

釈
の
部
分
が
少
な
い
ほ
う
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う

に
一
部
の
注
釈
を
本
文
に
訳
し
た
の
が
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

六

　
以
上
、
『
曽
根
崎
心
中
』
と
そ
の
訳
文
『
曽
根
崎
鴛
喬
殉
情
』
と
の
対
照
比

較
を
し
て
き
た
。
銭
稲
孫
氏
は
原
文
を
忠
実
し
た
上
で
、
韻
の
踏
み
方
、
文
学

的
な
表
現
、
言
葉
遣
い
、
注
釈
、
翻
訳
の
再
創
作
な
ど
に
っ
い
て
非
常
に
工
夫

し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
「
観
音
廻
り
」
と
「
道
行
」
の
全
文
に
お
け

る
位
置
付
け
も
十
分
把
握
し
て
い
た
。
そ
れ
は
銭
氏
の
中
国
文
学
の
素
質
と
長

年
日
本
に
滞
在
し
た
経
験
と
の
関
係
も
あ
る
が
、
そ
の
流
麗
な
音
調
、
い
き
い

き
と
し
た
言
葉
で
中
国
語
ら
し
く
訳
し
た
こ
の
脚
本
を
通
じ
て
、
異
国
の
中
国

の
人
々
も
こ
の
美
し
い
恋
物
語
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
松
の
作
品
は
中
国
で
は
ま
だ
十
分
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
っ
い
て
の

批
評
も
少
な
い
は
ず
で
あ
る
。
数
年
前
、
「
曽
根
崎
心
中
』
か
ら
改
篇
し
た
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

国
の
漢
劇
「
曽
根
崎
殉
情
」
に
つ
い
て
の
論
議
を
一
緒
に
加
え
、
そ
の
批
評
を

見
て
い
き
た
い
。

　
銭
稲
孫
氏
は
「
近
松
は
金
銭
万
能
の
社
会
圧
力
の
も
と
に
、
店
員
と
遊
女
の

苦
難
を
描
い
た
。
そ
し
て
、
単
に
観
客
の
趣
味
に
合
わ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、

情
死
の
悲
劇
を
通
じ
て
、
社
会
の
下
層
に
お
け
る
人
々
の
純
粋
な
愛
情
を
追
求

す
る
崇
高
な
情
操
を
歌
っ
て
い
る
。
同
時
に
金
銭
万
能
の
悪
勢
力
に
抗
議
の
意

を
訴
え
て
い
る
。
そ
れ
は
近
松
の
劇
作
の
庶
民
性
格
の
所
で
あ
る
。
勿
論
近
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
全
部
の
作
品
が
す
べ
て
そ
の
境
地
に
達
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
…
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

　
「
お
初
と
徳
兵
衡
の
か
な
ら
ず
心
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
説
明
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
…
」
と
質
問
を
出
し
た
。

　
「
お
初
と
徳
兵
衛
と
の
心
中
す
る
合
理
性
を
考
え
る
時
、
中
国
人
の
習
慣
、

考
え
方
だ
け
に
よ
る
こ
と
は
い
け
な
い
。
日
本
民
族
の
心
理
か
ら
分
析
す
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

き
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
そ
の
心
中
す
る
合
理
性
を
見
つ
け
る
だ
ろ
う
…
」
と
言

っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
心
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
疑
問
は
お
そ
ら
く
中
国
人
だ
け
で
は
な
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
当
時
の
日
本
社
会
及
び
近

松
の
作
品
に
ま
だ
深
く
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
国
と
日
本
両
国
の

比
較
文
学
と
文
化
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
中
、
日
本
の
元
禄
時

の
代
表
的
な
劇
作
家
近
松
の
作
品
が
中
国
で
も
っ
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
す
る



こ
と
が
私
達
日
本
近
世
文
学
に
専
攻
す
る
留
学
生
達
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と

強
く
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　
注
　
¢
　
鄭
振
鋒
氏
編
『
文
学
大
網
』
下
冊
　
上
海
書
店
影
印
出
版
　
一
九
八
七
年
七
月

　
　
　
注
○
に
同
じ
。

　
　
　
銭
稲
孫
氏
訳
『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
』
　
人
民
文
学
出
版
社
　
一
九

　
　
八
七
年

　
　
　
通
常
、
漢
詩
で
は
平
字
に
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
字
を
韻
と
し
て
使
う
。
即
ち
平
韻

　
　
と
呼
ぶ
。
平
声
は
上
、
下
の
十
五
韻
づ
つ
に
分
れ
て
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
上
平
声

　
　
　
一
東
、
二
冬
、
三
江
、
四
支
、
五
微
、
六
魚
、
七
虞
、
八
斉
、
九
佳
、
十
灰
、
十

　
　
　
一
真
、
十
二
文
、
士
二
元
、
十
四
寒
、
十
五
刷

　
下
平
声

　
　
一
先
、
二
粛
、
三
肴
、
四
豪
、
五
歌
、
六
麻
、
七
陽
、
八
庚
、
九
青
、
十
蒸
、
十
一

　
　
　
尤
、
十
二
侵
、
十
三
草
、
十
四
塩
、
十
五
成

　
　
こ
の
ほ
か
、
上
声
に
二
十
九
韻
、
去
声
に
三
十
韻
、
入
声
に
十
七
韻
の
グ
ル
ー
プ
が

　
　
あ
り
、
い
づ
れ
も
灰
字
で
あ
る
か
ら
、
灰
韻
と
よ
び
、
平
灰
の
両
韻
を
合
計
す
る
と

　
　
百
六
韻
あ
る
。
こ
れ
は
元
の
時
代
に
平
水
韻
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　
元
の
時
代
の
周
徳
清
氏
が
当
時
の
北
曲
に
よ
っ
て
、
『
中
原
音
駒
』
を
作
っ
た
。

　
　
そ
れ
は
「
平
水
韻
」
の
百
六
韻
の
韻
部
を
調
整
し
、
十
九
韻
部
に
ま
と
め
た
も
の
で
、

　
　
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
山
東
鐘
　
岬
江
陽
　
閉
支
思
　
｝
斉
微
　
旧
魚
模
　
旧
皆
来
　
旧
真
文
　
剛
寒
山

　
　
剛
桓
歓
　
ｑ
ｏ
先
天
　
ｎ
斎
豪
　
Ｇ
２
歌
文
　
ｑ
３
家
麻
　
岬
車
遮
　
蝸
庚
青
　
ｑ
ｏ
尤
侯

　
　
岬
侵
尋
　
蝸
監
成
　
岬
廉
繊

　
　
　
　
　
『
曽
根
崎
心
中
』
と
『
曽
根
崎
鴛
鴛
殉
情
』

　
漢
字
発
音
の
後
ろ
の
部
分
、
即
ち
請
母
を
十
三
組
の
同
駒
字
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
戯
曲
に
は
そ
れ
を
「
轍
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
通
常
、
「
十
三
道
大
轍
」
と

よ
ん
で
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

）１（）３（）５（）７（）９（）１１（）３１（

言
前

中
東

由
求

姑
蘇

程
斜

懐
来

灰
堆

ｐ
目

◎
目
ｏ
ｑ

◎
巨自

（
ゆ
）巴臥

鼠
目
　
自
ｏ
目

　
一
◎
潟

｝
◎
目

庁
　
目
ｏ

（
訂
｝
）
　
目
巴

邑

旨
ｏ
目

）２（）４（）６（）８（）０ｑ２Ｇ

人
臣

江
陽

揺
条

稜
波

発
花

衣
斉

○
目
　
ぎ
　
享

昌
ｏ
ｑ
討
潟

凶
◎
　
庁
ｏ

（
一
◎
）
◎
　
；

臼
　
庁
　
畠

｝
　
饒
　
２

○
目
ｏ
ｑ

隻
臼
目
ｏ
ｑ

¢

一
お
罵
湯

¢
　
傍
線
は
同
韻
の
意
で
あ
る
。

＠
　
韻
を
考
察
す
る
た
め
、
こ
の
段
落
を
全
部
引
用
し
た
が
，
「
閑
情
致
，
春
暮
来
山

　
寺
。
」
こ
の
一
句
だ
け
は
謡
曲
で
あ
る
。

　
　
戯
曲
唱
詞
に
お
け
る
韻
の
踏
み
方
で
あ
る
。
京
劇
は
主
に
こ
の
十
三
道
大
轍
に
よ

　
っ
て
、
韻
を
ふ
む
こ
と
に
す
る
。

＠
　
傍
線
の
部
分
は
掛
詞
で
あ
る
。

◎
　
曲
線
の
部
分
は
縁
語
で
あ
る
。

＠
　
和
辻
哲
郎
氏
『
日
本
芸
術
史
研
究
』
　
岩
波
書
店
　
昭
和
四
十
六
年
四
月

＠
　
『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
』
訳
本
序
　
人
民
文
学
出
版
社
　
一
九
八
七

　
年
＠
　
『
武
漢
劇
壇
』
「
武
漢
市
演
劇
芸
術
研
究
院
北
京
公
演
座
談
会
紀
要
」
部
興
　
武
漢

　
市
芸
術
研
究
所
　
一
九
九
二
年
第
一
、
二
期

＠
　
注
＠
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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